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A － 100 柿 集 の利 用 にP*l ^  う 研 尻　 一柿 葉 処理 に よる 了 ス ユ几 ビ'ン酸 の消長 －

as 和^  大短 大　 〇新 升 美如 与　坂*.  唯 子

a 的　i|  在 市叙 さ淑 て い る柿 島( 柿 葉)  ・）ア ヌコ)l  ヒし 娘 量It  非 命Iこ少<,  ,　こ れは

料 で あ る柿 隻 の処 理 再法 や俣 存 考 法K. 原因 す%  の7りi  ない ヵヽ と 考i ら れ う の7 ≒ 鐘

’ぶ方法I' 柿 葉 を処 理 レ　 ア スコII  ヒ･■ > 酸 音量 を調 ぺ･t: .

方法　 丿 寸月 料 て- あ う柿t     色、,?D  種 別Iこよ%  t%合 、 二 番茄 苓 の場 合 、 集 生節 位ﾚこ こ̂

場 合 答にっ いZ 行い 、 £ﾚて緑 系 － 堆 法K 潭 じ7  .     条､吋.    茄 で･う.    炒 そ、答・ 侭理ﾚこよ

乾燥 、亀丿品 と[    反復.    フ ヌニ］Jﾚﾋ･ ン酸f  を縫 時的 に佃 へ･た.

託 更

ト　 品 堵 列 で･は禅 寺 丸.   左 紋 に今い.

ユ.　ニ 番 鼎年 中・ ア ヌコ ルヒ･･ン 赦･ま一番 旅丼 に比 へ･ てケ い．

３、　４ 生部 位 に よ る ぞ・ij  頂 誘が 藍i  勾 く、順 洵 下葦に な うK 従 っ　て少 くo-,   た

■f- .     処It  力強K    よ る 繁 み 中ア7   コル ヒ’Iン酸-f   のA  は 認IP ら れ な か． だ.

A －)01 ゛ ち ご の成熟 に叶7i  ) ヒツ ミ-/ c り消長汗 或池洵葡諸ね･ 几゙戴Jt肘斬)

広1-  大赦 育　 川Jx.い フ ゑ、a  穐 々冰也 チ

'-3的　 早実 りヒ） ミ ンC   φく戌熟 々貯 嵐り 過 程 をλ レ･ｔ、 ・    *ヽ r-変 化 し てゆ く の か、

直 ボ ず6  日的 ど、 い ちご を取 ク挙 グしL ブX    コルビ･ン殿ぬAz 記 カそ を測 定 し、 その藤

城 比 学的 £検 出-t 研 ゼ行a  -> た。 今 回li 成 熟疆 程 の細 の消表 にっ ヽヽ ｔ報 去 する。

方 法　 政 行､i ぶ､鳶 永妾 呟 研々 戸竃 のい ちご'('I-気斗 自 をぢ 尽休 取 し 起ものir  備ヽヽたヽ。

A・り 風威 洸学 的 な- 検出/i｡･i ■.     ぶ･L・方以/ごよ リ処if  レ ■'こ*  り をり 緩衝 氷､レマy   -y ぞ` rQ 之

し.   肘已心も眺 水･ヽ Po 叫 齢'ibi'Lヽり のり 片 とし た。 染 色 はs中一ふ ヽ乙声 ター～。ニ重 根£Sr

砲 いJt 零 砕 激 暁延 屎 を し（  t ^~ Us加 洸 す的&  走そ 争折r-  liヽl->u呻ん一七λ にi っｔ

ま も 型佃 を渕え し た･ 渕 定 にさい しD・uM，X，叫O  T－ii.)を用ヽ･ぺ 色 素 を除 、ヽ だ。

*^ 歌　 い ち ご の蔵熱 度 を苛< ヽら 瀾此 、撞 熟i  f  i- * 段 階/こ＆ が し( 玖 珂i  と・r- ・

･・りあ ゛ グftsﾒrf: 'i 蓄 分 團兆期 ご･i 非ず'こ少'
≪).-くヽ
砥 実 大･茂有 ずい こっμ-C  増 加 ずる傾

向 ■>り* ヽ^si. 、-;?> 家 八と づ きえ 鏃 刈>-- 隻 るt.   帥 ）袁 化;i 増 如 よ ）*ヽえ フ< v

られ む。 ま 刎 回棒 む り の佃 含琴量/i 、成 熟 ずh H. フ 粍増 加i  ゐ へ･.  冰 £ り1 色す

b Y -A少の略 句i<み らit re。^  μ μS 凧比す的顛徽塔球‘c i ゐ゛.  舒 拉チの密度V  心月
の忿薄手 丿 まね↑的 なヽパ果 をぷしrご／U") 分下 は涛施刈i f' 吐μ 織ナー双 に嵌返レ幼

実 八!i  にヽ μ 繊の伽 り ぶ き. 飽託r  ま皓尾 の 剛鉦 持 にf く発見きれた。連 子、

拡丸ヽ 系実り衣>i - 差弁の細胞/こf < のAsμ偽 在I 乱-  丸址業犀素し細合戌とり 司

に怖 幻性むあ ウヽ 　一報/iか 靴ヽ孵 なμ 織り ヽヽ 心 べ･わt、7    む。


